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公表する主要菌の変更について 

 

1. 現状 

検査部門公開情報「４．主要菌分離患者数と医療機関の分離率分布」において公表す

る「主要菌」として、S. aureus、S. epidermidis、S. pneumoniae、E. faecalis、E. faecium、E. 

coli、K. pneumoniae、Enterobacter spp.、S. marcescens、P. aeruginosa、Acinetobacter spp.

の 11 菌種を選択している。 

 

2. 課題 

2013 年以前は、「特定の耐性菌」としてカルバペネム耐性セラチアを集計していたため、

「主要菌」としても S. marcescens を集計していたが、2014 年以降はカルバペネム耐性セラチ

アの代わりにカルバペネム耐性腸内細菌科細菌（CRE）が集計対象となっている。 

このため 2014 年以降には、公開情報における「特定の耐性菌」で腸内細菌科細菌分離

患者数におけるカルバペネム耐性腸内細菌科細菌（CRE）の分離患者数の割合を算出する

ために、腸内細菌科細菌（Enterobacteriaceae）分離患者数の集計を別途実施している。 

 

3. 対処方針（案）  

公表する「主要菌」より S. marcescens を削除し、Enterobacteriaceae を追加する。 

 

（参考） 

「主要菌」と「特定の耐性菌」の項目 
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